
コミュニティ・スクール
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ゆめ☆まなびネット代表
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大阪府立富田林中学校・高校学校運営協議会 副会長
和歌山県ＣＳマイスター
地域コーディネーター

文部科学省ＣＳマイスター

大谷裕美子



☆コミュニティ・スクールの3つの機能
【地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５】

１、校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。
２、学校運営について、教育委員会または校長に意見を述べることができる。
３、教職員の任用について教育委員会規則に定める事項について、教育委員会に意見を

述べることができる

☆地域学校協働本部
【社会教育法第5条】

・多くのより幅広い層の地域住民・団体等が参画し、地域と学校が

目標を共有しながら『緩やかなネットワーク』を形成することにより

地域学校協働活動を推進する体制。

１、コーディネート機能

２、多様な活動

３、継続的な活動



コミュニティ・スクールは
学校運営協議会と地域学校協働活動との両輪で！

学校運営協議会
（意思決定機関）

校長 （ハンドルとブレーキ）

子どもたち

コーディネーター
（推進員） 地域学校協働活動

（実働部隊）

⇦ビジョン・目的

教育委員会
アシスト機能
（財政支援
・制度設計等）





学校運営協議会の
ポイント！！





支援から協働へ
協働とは Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係
立場が異なる人たちが、同じ目的・ビジョンに向かって
対等の立場でともに活動すること

• お手伝いではなく ➡ 自身の活動の一部である

• 言われたからではなく ➡ 自主的・自発的である

• 他人事ではなく ➡ 当事者意識をもって

• 負担感ではなく ➡ 自己有用感がうまれ生きがい

につながる

• 学校のためだけではなく ➡ 地域にためにも

《できることを・できるときに・できる人が・楽しく！》



学校と地域が一緒にできること
地域だからできること



コーディネーター
（推進員）の役割



大人が出会い・まなびあう機会づくり
•居場所・出番・フィールドづくり

• コミュニケーションから生まれる信
頼関係

•緩やかなネットワーク

•情報共有

•活動の見える化



しかけ
きっかけ
声かけ

顔と名前が一致する
関係づくり





既存の
取り組み
＋

ＯＮＥ

•



＊体力向上委員会
なわとびGO!
プール授業
スポーツテストお助け隊
切り干し大根プロジェクト
マラソン応援隊

＊学力向上委員会
本のリユース『かえる文庫』
ざぶとん図書室・青空図書館
おじさん面接官
和タイム
ＷＡＫＵ×2クラブ運営
夜の美加小 お月見しまショー！





ハードルの低い取り組みでみんなを巻き込む
おやＧの会なわとびＧＯ！



新型コロナに負けないぞ！
千羽鶴プロジェクト！





《何をまなぶ？＋誰とまなぶ？》




